
三好市

項目
目標設定の考え方
（現状・課題）

2020
実績

年度 2021 2022 2023
2021～2023年度

取組内容
自己評価や今後の
課題・対応策など

目標 60箇所 65箇所 70箇所

58箇所 実績
62箇所

（見込）
65箇所
(見込)

70箇所
(見込)

目標 6箇所 6箇所 6箇所

6箇所 実績 6箇所
6箇所
(見込)

6箇所
(見込)

目標 6箇所 7箇所 8箇所

5箇所 実績 6箇所
7箇所
(見込)

8箇所
(見込)

「自立支援、介護予防又は重度化防止及び介護給付の適正化に関する取組と目標」の自己評価

地域住民の活動の立ち上げ支
援、組織づくり支援等を実施
する。（いきいき百歳体操）

加齢に伴い要支援・要介護認
定を受ける高齢者が多くなっ
ているため、地域の高齢者が
生きがい等をもって生活でき
る地域づくりが重要である。
住民主体の通いの場等の拠点
を整備することで自主活動を
支援していく。

(2021)
感染対策を講じた上で実
施。コロナ禍で2か所は止め
ることとなったが、新たに5
箇所が実施。

自己評価：○
高齢者の新型コロナワクチン接種率
も90％を超え、感染対策と小規模で
の開催で継続している。直接的なコ
ロナウィルス罹患よりも、これらに
起因するストレス、閉じこもりによ
る鬱での不健康の方が作用は大き
い。今後も高齢者の健康寿命を延ば
していける通いの場を継続する。

生活支援等サービスを提供す
るボランティアとなるための
研修等を実施する。

今後は地域の介護の担い手不
足が予想される。前期高齢者
の増加が見込まれるため、地
域の生活支援ニーズと地域の
元気な高齢者の活動をマッチ
ングさせる取組を推進してい
く。

(2021)
三好市第2層協議体の活動を
支援し、地域の見守りの担
い手を養成する三好市生活
支援サポーター養成講座を
市内6箇所で開催した。

自己評価：○
コロナ禍で開催数は減少となったが6
地区での開催は継続し、地域の生活
支援サポーターの確保も達成してい
る。

住民主体の自主活動として行
うサービスBを実施する。

多様な日常生活上の困りごと
等に対応するために、地域全
体で共通の意識を持ち、地域
にあった新たなサービスを創
出できるよう支援していく。

(2021)
2020年度より市内1地区1箇
所で通所B(緩和型)が開始さ
れ、継続している。

自己評価：○
長期化して1箇所は休止しているもの
の、新型コロナウィルスとの共生を
視野に入れつつ活動を継続してい
る。



項目
目標設定の考え方
（現状・課題）

2020
実績

年度 2021 2022 2023
2021～2023年度

取組内容
自己評価や今後の
課題・対応策など

目標 20箇所 21箇所 22箇所

10箇所 実績 12箇所
21箇所
(見込)

22箇所
(見込)

目標 1回 1回 1回

1回 実績 1回
1回

(見込）
1回

(見込）

目標 10回 12回 12回

8回 実績
12回

(見込)
12回

(見込)
12回

(見込)

認知症カフェ等を開催する。

認知症の人やその家族が地域
の人や専門家と気軽に出会え
る場がない。相互に情報を共
有しお互いを理解し合う「認
知症カフェ」等の設置を推進
していく。

(2021)
昨年度より認知症カフェの
実施場所を増やしたが、山
間部には入れていなかっ
た。このため、三好市全地
区（支所単位）で認知症ミ
ニカフェを開催した。

自己評価：○
認知症の方やその家族等が気軽に参
加できるよう開催場所は地域のカ
フェを利用、今年度は各支所単位で
もミニカフェを開催。
また、将来的には、行政ではなく、
認知症サポーターや地域が主体とな
るカフェが実施できるよう体制整備
を図る必要がある。次年度は認知症
カフェの拠点を井川町の「いろり」
で実施し、サポーターの方も関われ
る体制づくりを目指す。

自主活動を行っている団体等
に介護予防について啓発等を
行うことで、介護予防に対す
る意識を高めて、介護予防に
つなげていく。

(2021)
地域の自治会、老人クラ
ブ、婦人会等において、介
護予防教室（体操、生活習
慣病等）を実施。

自己評価：△
コロナ禍の影響により実施数が減少
したままの状況が続いている。それ
で再開した箇所は粘り強く続けてい
る。

認知症の方に対する早期診
断・早期対応のための体制づ
くりを実施する。

住み慣れた地域で生活を続け
るためには、認知症の高齢者
等への専門職の早期の関与等
が重要と考えられる。早期診
断・早期対応のための体制づ
くりを構築していく。

(2021)
前年度と同様、書面会議で
の開催。チームの取り組み
状況や対応、施策について
分かりやすく報告。

自己評価：○
前年度の実績等を書面でも分かりや
すいよう報告。認知症関連で関与す
る方は年々増加しており、医療や介
護サービスに繋がらないケースは定
期的に訪問するなど、包括支援セン
ターで経過をみている。令和3年10月
から「つながろう三好ネットワーク
事業」を開始し、地域住民の認知症
に関する理解を広げながら、地域で
の見守り活動や相談窓口の充実な
ど、認知症の方やその家族の孤立を
防ぎ支援する体制を構築している。

自主グループ活動を行ってい
る団体等に対して介護予防に
ついての支援を実施する。
（地域介護予防教室、地域い
きいき事業等）



項目
目標設定の考え方
（現状・課題）

2020
実績

年度 2021 2022 2023
2021～2023年度

取組内容
自己評価や今後の
課題・対応策など

目標 2800人 3000人 3100人

2021.3.31
サポー
ター数
2,747人

実績
2800人
(見込)

3000人
(見込)

3100人
(見込)

目標

9回
（地域ケア会
議2回、個別
地域ｹｱ会議6
回、自立支援

型ｹｱ会議1
回）

9回
（地域ケア会
議2回、個別
地域ｹｱ会議6
回、自立支援

型ｹｱ会議1
回）

9回
（地域ケア会
議2回、個別
地域ｹｱ会議6
回、自立支援

型ｹｱ会議1
回）

9回（地域
ケア会議2
回、自立
支援型ケ
ア会議1
回、個別
地域ｹｱ会
議6回）

実績

7回
（地域ケア会
議2回、個別
地域ｹｱ会議4
回、自立支援

型ｹｱ会議1
回）

（見込）

9回
（地域ケア会
議2回、個別
地域ｹｱ会議6
回、自立支援

型ｹｱ会議1
回）

（見込）

9回
（地域ケア会
議2回、個別
地域ｹｱ会議6
回、自立支援

型ｹｱ会議1
回）

（見込）

地域ケア会議を開催する。

他職種で検討することにより
有効な解決手段等を導き、自
立支援に資するケアマネジメ
ントの支援を行うことで重度
化防止や自立支援につなげて
いく。

(2021)
三好市地域包括ケアシステ
ムの推進として、今年度か
ら実施の「つながろう三好
ネットワーク」について協
議。

自己評価：○
事例（個別地域ケア会議）の共有と
学びを通して充実した会議を開催。
「つながろう三好ネットワーク」に
ついて、委員様から意見をいただ
き、効果的・効率的に実施できるよ
う検討した。

認知症サポーターを養成す
る。

住み慣れた地域で生活を続け
るためには、地域住民等の理
解や支援も重要と考えられ
る。そのためにも認知症サ
ポーターを養成し、地域全体
で認知症に対する理解を深
め、支えていける地域づくり
を行っていく。

(2021)
市内中学校で実施。

自己評価：○
今年度も中学校で認知症サポーター
養成講座を実施し、認知症について
正しく理解し、認知症の人や家族に
対して温かい目で見守ることができ
るよう啓発。また、職員向けの養成
講座も実施していく。


